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いる。竪穴住居は，a 構築地点の選定と設計から構築（掘込みと付属施設の設置）→ b 使用（居住・










　その結果，縄紋時代の被熱住居と古代の被熱住居の構築材の測定において，前者では 5 事例中 4
事例（参考事例を合わせると 21 事例中 17 事例）がほぼ同一の伐採年かつ想定される住居の帰属時
期に近い年代が得られたのに対し，後者では古代では 2 事例ともまたは参考事例を加えた弥生から
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素 14 年代測定結果を 14C BP，IntCal04 と呼ばれ
る較正曲線を用い 2σの範囲で求めた較正年代値
を cal BC または cal AD で表記する。
　今回扱うのは，下記の事例である。
　縄紋時代の事例として，すでに報告し分析した
臼尻小学校遺跡 H7 号住居例［小林 2007］を含め，





























　2001 年度以降 2008 年度までに国立歴史民俗博物館において測定し，報告［今村編 2004，西本編
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要に応じて実年代を検討する際には較正年代も用いる。その較正年代の計算は IntCal04 ［Reimer et 




















た二酸化炭素の炭素量／燃焼による精製に供した試料重量）が 10% 未満のもの）［小林 2004a］，c：
炭化材で後からの混入と考えられる例（出土状況の再検討などにより検討），d：δ13C 値から海洋
















事例 1・静岡県葛原沢第 IV 遺跡 1 住例，事例 2・東京都狛江市弁財天池遺跡 JSI4 住例，事例 3・青
森県田代遺跡 S12 住例，事例 4・青森県三内丸山遺跡 683A 住例，事例 5・北海道臼尻小学校遺跡
H7 住例を取り上げ，その後に参考例をいくつかみていく。
事例1　静岡県沼津市葛原沢第Ⅳ遺跡（図2）
　静岡県沼津市葛原沢第 IV 遺跡は愛鷹山麓にあり，運動公園関連の開発に伴い，1993 年から 1994
年に沼津市文化財センターによって発掘調査された。ここからは，繊維を多く含む隆帯文土器と，




　Gak–18193　試料 53　10930 ± 160 14CBP
　Gak–18194　試料 54　11400 ± 140 14CBP
　Gak–18195　試料 55　9600 ± 260 14CBP
　Gak–18196　試料 58　9600 ± 510 14CBP
　Gak–18197　試料 83　8540 ± 150 14CBP
　報告書刊行後，沼津市埋蔵文化財センターの許可を得て，第一号住居炭化材を測定した［小林
2008a］。その結果，表 1 に示すように，10860±60～10960±60 14CBP の結果となり，10900 14CBP
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析研究所に委託し，草創期竪穴出土土器付着物および床面出土炭化材，SI04 ピット 2 柱材につい
て AMS による炭素 14 年代測定を行っている。他機関測定例であるが，歴博で測定していない時
期であり，また測定結果が安定した数値を示していることから，参考として取り上げておきたい。
SI04，出土土器付着物，床面炭化材，柱材はほぼ一致した数値であるが，床面のコナラ材 1 点のみ






分析研究所 2010］。これらは，東京都狛江市弁財天池遺跡 SJI–4 号住居とした被熱住居の炭化材・炭
化物 10 試料である。縄紋時代中期の加曽利 E1 式期の炉体土器を持つ住居で，縄紋時代中期後葉
初めの時期である。調査時および整理時に筆者が狛江市教育委員会宇佐美哲也氏の立ち会いのもと
で採集した。試料 4571 は柱穴 1 の下部に遺存していた炭化材片と思われる炭化物で，柱材の炭化





炉の中に落ち込んだと考えた方がよいようである。また，4797 と 4802 は，床面上で同一方向を向き，
かつ長軸の延長線上に並ぶので，同一の垂木の破片である可能性もある。4809 は床面上 16 cm ほ
どの位置にあった径 4 cm ほどの炭化材である。4801 は床面上 9 cm ほどの位置にあった径 6 cm ほ
どの炭化材である。4797 は床面直上の位置にあった径 4 cm ほどの炭化材である。4808 は床面上
6 cm の位置にあった径 2.5 cm ほどの炭化材である。










　測 定 結 果 は，C2 の み が 4095±25 14CBP と や や 古 い 結 果 で あ る が， 他 は お お よ そ 3995～
［日本先史・古代竪穴住居の構築材の年代測定による住居構築年の検討］……小林謙一
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　C501・C503・C514・C526 は 693A 号住居床面上の放射状に遺存していた垂木と思われる炭化構





　C56 は 698A 号住居と異なる住居の可能性が想定されている 698B 住居堆積土とされる炭化材，













　そのうち遺跡の H7 号住居（縄紋時代後期ホッケマ（ 澗）式）（図 6），H25 号住居（後期堂林
式期）の測定試料を検討する。試料は，小林および村本周三氏らが，2004 年度に臼尻小学校遺跡




　縄紋時代後期ホッケマ式期の被熱住居である H7 号住居出土の炭化材 6 点と，覆土上層出土のク
















1740–1515 年のなかの年代に含まれるが，その中でも較正曲線との関係を見ると前 1700 年頃から
前 1600 年頃の部分で，もっともよく合致していることが読みとれる。較正年代で，前 1500 年代を
含むのは，やや新しく測定された C4，C5 の 2 点で，誤差範囲内でやや若く測定されたためとみる
ことができる。よって，各試料がもっともよく較正曲線と合致する，前 1700 年から前 1600 年代前
半のころと推定可能である。
　H–7 住居跡覆土出土のクリ子葉である，HDMK–C41，42 は，床面の炭化材よりも新しい。比較
的古い C42 で，前 1615–1500 年に含まれる可能性が 95% と，住居構築材よりは明らかに新しく，
堂林式期の試料の年代に近いといえる。
　なお，堂林期の H25 号住居出土の炭化材の測定例について，同一遺構内 3 試料の測定で参考事
例となるが上記の事例と同一遺跡であり関連が深いので，参考事例 1 としてあわせみる（表 1 では














名塩田遺跡群発掘調査団 1998］。住居状遺構は，2 ケ所の炉跡とその周りを円周状にめぐる柱穴が 10







名塩田遺跡群発掘調査団 1998］。住居状遺構は，2 ケ所の炉跡とその周りを円周状にめぐる柱穴が 10






　草創期住居遺構の付属施設である柱穴 2 穴および炉内から水洗選別で得られた炭化物を 3 点，
14C 年代測定を行った。前処理は国立歴史民俗博物館年代測定実験室，AMS による測定は加速器
分析研究所（機関番号 IAAA）で行った［小林 2008a］。ピット 2，4，および炉内の炭化物 3 点の測
定結果が，1σの誤差範囲以内で一致し，統計的に充分に高い確率で測定値が一致していると言える。
従って，中心値である 17960 14CBP を中心とした年代にピットに残されていた構築材の残存物であ
る可能性がある炭化物や，炉内などに残された燃料材が伐採され使用されたことが想定できる。な







本ほか 2005］。測定対象は縄紋時代早期後葉に属する J 区 SJ37 号住居の 3 点の炭化材である。





て，諸磯式土器を伴う住居 2 軒や集石遺構などが発見されている。このうち，諸磯 a 式期の土器を
伴う被熱住居である 4 号住居の年代測定をおこなった［小林・今村・坂本・松崎 2004］。測定試料は，




いた 1 号集石遺構出土のクリ樹幹材の炭化材を NWA5 として測定した。この 1 号集石からは，諸
磯 a 式土器も出土しているが，多くは諸磯 b 式土器であった。NWA1 は 5295±40 14CBP，NWA2
は 5270±40 14CBP，新しい遺構出土の NWA5 は 5100±40 14CBP の測定値で，共伴する 4 号住居の
床面の剤である NWA1・2 は，合致した測定値でありおおよそ同時期である。
参考事例5　群馬県安中市向原 II 遺跡
　群馬県安中市向原 II 遺跡は，碓井川の河岸段丘の上位段丘面上に位置する。2000 年～2001 年に
県道建設に伴い安中市教育委員会が調査した縄紋時代前期および奈良時代の集落遺跡である［安中
市 2004］。整理作業時に，安中市教育委員会井上慎也氏の立ち会いのもとに筆者が採取した 14C 年
代測定試料である。測定対象は縄紋前期諸磯 b 式土器を伴出した住居の炭化材 2 点である［小林・
［日本先史・古代竪穴住居の構築材の年代測定による住居構築年の検討］……小林謙一
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今村・坂本 2004］。試料番号は GNA とした。向原遺跡 J2 住の炭化材は，実体顕微鏡での観察によ
れば，環孔材でありクリと思われる。GNA21a は J2 号住居内の炉出土炭化材で測定結果は 5100±




端の高座丘陵に位置する。合計 13 万 m2 が対象地域であり，発掘調査では，I 区，II 区，III 区，V
区とした調査地点から縄紋時代中期の居住痕跡が検出されている［岡本ほか 1993］。このうち I 区は，
SFC 遺跡中央の溺れ谷を望む標高 35 m を計る舌状台地上の集落遺跡で，勝坂 3 式古期［新地平編
年とした縄文中期土器編年 9a 期］の住居 4 軒と加曽利 E3 式期の住居 1 軒とが存在する。住居出土炭
化材や土器付着物を用いて，多数の年代測定をおこなっているが［小林・今村・坂本・大野 2003，小
林 2004b，小林 2006］，ここでは被熱住居の構築材の測定例として，I 区 2 号住居の測定例をみる。
　測定試料の SFC2 は 2 号住居床面の C1 炭化材で測定値は 4460±40 14CBP，SFC3 は 2 号住居炉
内の炭化材で 4510±45 14CBP である。SFC3 は炉内であるが，調査時の観察によれば，住居被熱面
図8　長野県箕輪町荒城遺跡の炭素14年代測定試料（住居1/120，土器1/8）
 諸磯 a 式期の火災住居とそれを切る諸磯 b 式期集石
［日本先史・古代竪穴住居の構築材の年代測定による住居構築年の検討］……小林謙一
19
今村・坂本 2004］。試料番号は GNA とした。向原遺跡 J2 住の炭化材は，実体顕微鏡での観察によ
れば，環孔材でありクリと思われる。GNA21a は J2 号住居内の炉出土炭化材で測定結果は 5100±




端の高座丘陵に位置する。合計 13 万 m2 が対象地域であり，発掘調査では，I 区，II 区，III 区，V
区とした調査地点から縄紋時代中期の居住痕跡が検出されている［岡本ほか 1993］。このうち I 区は，
SFC 遺跡中央の溺れ谷を望む標高 35 m を計る舌状台地上の集落遺跡で，勝坂 3 式古期［新地平編
年とした縄文中期土器編年 9a 期］の住居 4 軒と加曽利 E3 式期の住居 1 軒とが存在する。住居出土炭
化材や土器付着物を用いて，多数の年代測定をおこなっているが［小林・今村・坂本・大野 2003，小
林 2004b，小林 2006］，ここでは被熱住居の構築材の測定例として，I 区 2 号住居の測定例をみる。
　測定試料の SFC2 は 2 号住居床面の C1 炭化材で測定値は 4460±40 14CBP，SFC3 は 2 号住居炉
内の炭化材で 4510±45 14CBP である。SFC3 は炉内であるが，調査時の観察によれば，住居被熱面
図8　長野県箕輪町荒城遺跡の炭素14年代測定試料（住居1/120，土器1/8）







　神奈川県考古学財団が 2002 年～2003 年度に調査した縄紋時代後期の貝塚や中期の竪穴住居を伴
う集落遺跡である［天野 2004］。測定は，調査時および整理時に調査者の天野賢一氏の立ち会いの
もとに筆者が採取した試料で，ここでは，縄紋時代中期中葉勝坂 3 式期（新地平編年の 9c 期）の
土器を伴う被熱住居である 15 号住居の炭化材 2 点を測定した［小林・坂本・尾嵜・新免・村本・松
崎 2004］。15 号住居は中央に埋甕炉をもつ，長径 5.3 m の楕円形の平面形で，周溝が廻るが一部で
三重になっており，主柱穴も 3 回の建て替えがあるが，基本的には平面形が変化しておらず連続的
な建て替えが考えられる。
　KNMS–C4 は，火災面 0369 の炭化材で，測定結果は 4330±45 14CBP，KNMS–C5 は同じ住居の




歴博年代研究グループが被熱住居である 11 号住居の炭化材を採取し，測定した［小林編 2007，西本
編 2009］。
　11 号住居は，未報告であるが，福島氏によれば縄紋時代中期後葉の唐草文土器 II～III 期に位置
づけられ，南西関東地方に対比させれば加曽利 E2 式後半から 3 式前半のいずれかの時期に当たる







　東京都目黒区大橋遺跡は，目黒川流域の舌状台地上約 12,000 m2 が調査され，縄紋時代中期に属
す遺構として 2 次調査までの成果で 93 基の住居跡・竪穴状遺構と，多数の集石・屋外埋甕・墓壙
が検出された［吉田ほか 1998］。集落全体の約 75% の住居跡を調査と推定する［小林ほか 1999］。調
査区の南は，東邦大学付属病院によって若干削られている［小林 2000］。縄紋土器は，「新地平編年」
［黒尾ほか 1995］11c 期～13 期で 12b 期を中心とし，90% 以上は 12 期（加曽利 E3 式期）に当たる，
比較的短期間のやや大規模な集落である。なお，これまでにも個別に分析し拙稿で触れてきている
［小林・今村・坂本・大野 2003，小林 2004b，小林 2006］。




行っている［小林 2004b］。この被熱面の炭化材 2 点を測定した。OH26 は住居下層のコナラ属クヌ
ギ節に同定される根の可能性がある炭化材で，測定結果は 3905±40 14CBP，OH27 は炉内出土の炭





居 14 軒が検出された［水戸部ほか 2006］。村本周三氏が中心に年代測定研究グループで住居出土炭
化材の年代測定研究を行っているが，3 軒の住居について，複数の試料について年代測定結果を得
ている［年代測定研究グループ 2006c］。
　事例 10 の ST34 号住居は，2 試料の測定を行った（図 9）。YGTMB–C7 は複式炉 EL217 の前庭
部出土，YGTMB–C10 は周溝覆土出土である。ほぼ同一の年代が測定されている。
　事例 11 の ST5 号住居は，3 試料の測定を行った（図 10）。YGTMB–C3 は SP230 覆土出土，
YGTMB–C5 および C6 は SP229 覆土出土である。C5 が古く測定されている。この ST5 住居の測
定試料については，すべて住居床面の柱穴内出土の炭化材で，火災住居の構築材ではない可能性が
あり，確実に古い構築材が混ざっていたとはいえない。
　事例 12 の ST35 号住居は，3 試料の測定を行った（図 9）。YGTMB–C12 は複式炉 EL222 の前庭







で，2003 年度から 2004 年度に青森県埋蔵文化財センターが調査した［中村ほか 2006］。調査者であ
る中村哲也氏から筆者が炭化材の提供を受けて年代測定を行った［小林・遠部 2006a］。
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居 14 軒が検出された［水戸部ほか 2006］。村本周三氏が中心に年代測定研究グループで住居出土炭
化材の年代測定研究を行っているが，3 軒の住居について，複数の試料について年代測定結果を得
ている［年代測定研究グループ 2006c］。
　事例 10 の ST34 号住居は，2 試料の測定を行った（図 9）。YGTMB–C7 は複式炉 EL217 の前庭
部出土，YGTMB–C10 は周溝覆土出土である。ほぼ同一の年代が測定されている。
　事例 11 の ST5 号住居は，3 試料の測定を行った（図 10）。YGTMB–C3 は SP230 覆土出土，
YGTMB–C5 および C6 は SP229 覆土出土である。C5 が古く測定されている。この ST5 住居の測
定試料については，すべて住居床面の柱穴内出土の炭化材で，火災住居の構築材ではない可能性が
あり，確実に古い構築材が混ざっていたとはいえない。
　事例 12 の ST35 号住居は，3 試料の測定を行った（図 9）。YGTMB–C12 は複式炉 EL222 の前庭







で，2003 年度から 2004 年度に青森県埋蔵文化財センターが調査した［中村ほか 2006］。調査者であ
る中村哲也氏から筆者が炭化材の提供を受けて年代測定を行った［小林・遠部 2006a］。






































　本事例は同一遺構内で 5 測定をおこなっているが，うち 3 測定は同一炭化材の年輪の異なる部位
の測定なので参考事例とした。千葉県野田市野田貝塚は数次にわたり調査されているが，野田市教










　C10 はクリの炭化材で，最外年，10 年目，20 年目を測定し，それぞれ 3070±20，3010±20，
3020±20 と整合的な測定結果を得ている。3 点のみなのでウイグルマッチングは難しいが，可能性




　千葉県宮内井戸作 III 遺跡 118 号住居出土炭化材の年代測定である。試料は，佐倉市教育委員会
の小倉和重氏が調査したものを筆者が採取し，測定は加速器分析研究所およびパレオ・ラボ社に委
託した［小林・坂本・西本 2009］。試料は，CBIN–C143 は 118 号住居のピット 143 出土，CBIN–
C198 は 118 号住居の床面から 20 cm の位置，CBIN–C314 は 118 号住居のピット 314 出土，CBIN–
C422 は 118 号住居の床面から 53 cm の位置出土の炭化材である。
　測定結果をみていく。118 住の床面・ピット 143 出土炭化材は，3000 14C BP ころの測定値で，
較正年代では，1260～1010 cal BC の中の 1 時点の年代である可能性が最も高い。小林の縄紋晩期
土器型式毎の試料の測定結果［小林 2008d］に照らすと晩期前葉（安行 3a・b 式期）に相当する。
　118 住の炭化材の中で，1 点だけ古い年代である C314 は，較正年代で前 1785–1630 cal BC に含
まれる確率が 72% で，東日本の測定例に照らすと縄紋時代後期中葉加曽利 B1 式後半～B2 式の年
代と対比される。この C314 が出土したピット 314 は，他のピットに重複され切られており，住居
より古い段階のピットである可能性も否定できないようである。以上のように，この例では，同一











限るとすると，事例 1 葛原沢 IV 遺跡住居例，事例 2 狛江市弁財天池遺跡 4 号住居例，事例 3 田代
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試料を図示する。まず，同一遺構から 5 例以上の測定をおこなった事例として，事例 6・北海道常








告した分［臼杵 2005］として USTK05–1，3，7 の 3 点（うち 7 は床面出土土器付着物であるが，炭




　結果は表 1 および図 15 に示すが，海洋リザーバー効果の影響により古い年代を示すと考えられ
る土器付着物の USTK05–7 を除き樹皮などで最も多い測定結果は，1240～1300 14CBP の測定結果
である。この測定値には壁材以外の木釘 USTK05–1 の測定値 1320±35 14CBP，土器付近におかれ
ていた木材の HDTKR–C8 の 1220±20 14CBP もおおよそこうした測定値に近似し，樹皮の年代値
が住居構築時を反映していると考えるのが合理的である。しかし，五角形を呈する平面の各壁の壁
材に，あきらかに古い年代の壁材と，構築時よりもやや新しい壁材と思われ得る例が含まれている。
西壁の HDTKR–C7 は 1490±30 14CBP とあきらかに古い樹皮であり，古い住居の構築材からの転







　北海道札幌市 H519 遺跡は，擦文文化の前期末から後期の集落遺跡で，2003～2004 年度に調査さ
れた［札幌市教育委員会 2006］。調査後に札幌市教育委員会上野秀一氏らに提供を受けて，国立歴史
民俗博物館年代研究グループで小林および坂本稔氏らが炭素 14 年代測定を行った［年代測定研究グ
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炭化材・種子は HDSP–C6～18（うち，6–2，11ad，12ad，17ad は 2005 年 2 月採取），土器付着物は








HDSP10（CW01）と柱根の一つである HDSP14 は 1190，1140 14CBP とやや若いが，HDSP11・12
の 1250，1220 14CBP ともおおよそ合致する測定値であったが，HDSP15 のみは 1320 14CBP とやや
古かった。較正年代を記しておくと，焼失住居炭化材 HDSP–10 は AD765–900 calAD，柱穴に埋






HDSP10（CW01）と柱根の一つである HDSP14 は 1190，1140 14CBP とやや若いが，HDSP11・12
の 1250，1220 14CBP ともおおよそ合致する測定値であったが，HDSP15 のみは 1320 14CBP とやや
古かった。較正年代を記しておくと，焼失住居炭化材 HDSP–10 は AD765–900 calAD，柱穴に埋





しく AD800–895 calAD に 91% で，HDSP–10 に近い。HDSP–11・12 はその中間で，7 世紀末から
9 世紀末に含まれる年代となっている。これらの柱材が同一の住居の柱とするならば，もっとも古
い HDSP–13 は 100 年近く古い材木を使用していることになり，やや不自然である。もっとも古い






みつかっている［後川編 2007］。住居から弥生前期末頃の，河内 I–4 期の土器が出土している。測
定試料は，筆者が大阪府文化財センター秋山浩三氏や後川恵太郎氏の立ち会いにより，435 柱穴の
柱根で，最外年（OSF–C1–1），外から 11 年輪目（C1–11），外から 21 年輪目（C1–21），445 柱穴
の柱根としてクヌギ材の最外年輪（C2），514 杭の杭材の最外年輪（C3）を採取し，年代測定研究
グループで測定した［年代測定グループ 2007b］。C1 は，3 点のみでウイグルマッチングは難しいが，
3 点とも「2400 年問題」と称される，長期にわたり炭素濃度の減少が見られない年代に相当する測
定値中に入り，前 6～5 世紀に含まれる可能性が高い。C3 も 1 点のみであるが同様の年代であろう。
これに対し，C2 は 2350±20 14CBP の測定値であるが，この付近の較正曲線は急激に落ちるところ
であり，かなりの確度で較正年代の前 415～385 cal BC に含まれる年代の一時点と考えられる。
C1・C3 とおおよそ同一の年代であるが，可能性としては C2 が 10～30 年程度新しい（C1・C3 が










　CIM–C3 は火災面の炭化材で測定結果は 2230±40 14CBP，CIM–C4 は同じ住居火災面の炭化材で
2150±40 14CBP，CIM–C5 は同じ住居火災面の炭化材で 2150±40 14CBP と合致した測定結果が得
られている。参考までに，同一住居覆土出土の弥生中期宮ノ台式土器胴部外面の土器付着物である


















採取し，年代測定をおこなった。SI09 号住居は北側住居群の最東部に位置し，床面 5.5 m×5 m の





期中葉（III–2 様式）の土器が検出されている。この SI09 号住居を参考として，史跡公園内に土屋
根住居として復元住居がつくられている［松江市 2008］。炭化材は多くはスダジイと樹種同定され




　被熱住居面で検出された炭化材を 2 点（2090±40，2230±40 14CBP）測定している［小林・春成・
坂本・尾嵜・新免・松崎 2005］。炭素 14 年代測定結果からは時期差があるが，2200 14CBP 前後の炭
素 14 年代を与える時期の較正曲線は大きく上下していて，解釈は難しい。なお，SI09 住居炭化材
No. 3（筆者測定の SMMT–C1）については，別途に市教委の委託により加速器分析研究所が測定





究をおこなっている）から川沿いに 1.2 km 下流に位置する小規模集落で，新井三丁目遺跡の衛星
的な集落ではないかと考えられる。
　測定は 4 号住居の 2 つの試料で，中野区教育委員会比田井克仁氏の立ち会いのもとで筆者が採取
した。TTNKE–C1 は火災面出土の No. 25 炭化材で 1945±40 14CBP，TTNKE–C2 は火災面の甕の




熱住居である竪穴住居 1 の炭化材 3 点をパレオ・ラボ社に委託して測定した［年代測定研究グルー
プ 2006d］。住居の所属時期は，遺存していた土器より庄内式期と考えられる。試料番号は KYDS–
C1，C2，C3 とした。いずれも被熱住居出土の炭化材で，KYDS–C1 はサンプル No. 2，KYDS–C2 は
サンプル No. 3，KYDS–C2 はサンプル No. 5 である。
　測定結果より検討すると，C3 は 1830±20 14CBP で，近畿地方で測定している結果から見て庄内
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　測定対象は，炭化材 2 点である。試料番号は CBSK–C1，C2 とした。CBSK–C1 は 1 号住居跡の
B 炭化材で 1965±20 14CBP，CBSK–C2 は 1 号住居跡の C 炭化材で 1845±20 14CBP ある。測定結
















　3 点の測定をおこなったが，構築材の 2 点の炭化材 TTUD–2 と 4 は 1540±40 14CBP，1530±







　HDAB–12 は 9 号住居 b 区北側壁際 10 の炭化材で 1525±25 14CBP，HDAB–13 は 9 号住居 b 区




例が多く認められた。ただし，これらの事例の多くは，一住居内で 2 または 3 点の測定例の場合が
多く，一住居で 5 点以上の測定をおこなっているのは事例 6 の常呂河口遺跡 15 号住居例，事例 7
の H519 遺跡 16 号住居例に過ぎない（ともに北海道の擦紋期以降の事例）であり，今後の検討例
の蓄積が必要であるが，すくなくともこの 2 例については，古材の利用または長期居住後の補修に
伴うと思われる構築材の年代のばらけが考えられる。測定事例数が少ない弥生・古墳時代の測定例




　個別の事例について上記分析で示してきたが，縄紋時代における被熱住居の例では 5 事例中 4 事
例（参考事例を合わせると 21 事例中 17 事例）において，構築時に関わる炭化材の年代が比較的一
致する年代を示し，住居構築時に周辺の木材を伐採してきたような状況が想定できた。これに対し，
古代の被熱住居および被熱住居以外でも構築材に関わる同一遺構内の年代測定試料の測定結果で























い時期である。これは，紀元前 750–前 400 年頃は炭素 14 の生成量が多く大気における炭素 14 濃
度が異常で，見かけ上炭素 14 濃度が変動しないためである。その年代に当たる私部南遺跡につい
てみると，古い方の C1・C3 は炭素 14 年代で 2400 年代であり「2400 年問題」に相当する横に寝
た較正曲線に位置し，実年代で紀元前 550–400 年頃のいずれかのほぼ同じ年代である可能性が高い
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事例中 4 事例（参考事例を合わせると 21 事例中 17 事例）がほぼ同一の伐採年かつ想定される住居
の帰属時期に近い年代が得られたのに対し，後者では古代では 2 事例ともまたは参考事例を加えた














柱材の年輪試料によるウイグルマッチング［小林・パレオラボ AMS 年代測定グループ 2009］を試みた。




































器［Sakamoto et al. 2004］を使用している。AMS 測定
は，東京大学（機関番号 MTC），（株）パレオラボ（PLT），
（株）加速器分析研究所（IAAA）に委託し測定している。
測定結果は 14CBP で表記し，暦年較正結果は cal BC（紀
元前表記），または Cal BP（1950 年を起点）で表記する。
（ 3 ） 考古学的に出土土器から 5 世紀第 3 四半期の短
期的集落と想定される栃木県曲田遺跡の SI32 住居 PIT3
（試料番号 TCMB13），SI23 住居 PIT3（試料番号 TCMB6），
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事例 試料番号 測定機関番号 遺跡 出土遺構 種類 時期 δ13C 14CBP 補正値 備考 樹種




C 縄草創 押圧縄文 - 10,860 ±60 a エゴノキ
SZND C2 IAAA–71619 1住炭化材5057
C - 10,880 ±60 a クリ
SZND C3 IAAA–71620 1住炭化材5105
C - 10,960 ±60 a イネ科 タケ亜科
SZND C4 IAAA–71621 1住炭化材5131
C - 10,930 ±50 a クリ
SZND C5 IAAA–71622 1住炭化材5139
C - 10,910 ±60 a アワブキ




C 縄中 加曽利 
E1（10b 期） - 4310 ±30 a
TKKMB 4617 IAAA–100004 JSI4　周溝 （北側）上層
C - 4340 ±30 a
TKKMB 4797 IAAA–100005 JSI4　炉西側床面
C - 4320 ±30 a
TKKMB 4799 IAAA–100006 JSI4　北西部覆土中層
C - 4310 ±30 a
TKKMB 4801 IAAA–100007 JSI4　炉南側覆土下層
C - 4350 ±30 a
TKKMB 4802 IAAA–100008 JSI4　中央部覆土下層
C - 4360 ±30 a
TKKMB 4808 IAAA–100009 JSI4　北側覆土中層
C - 4360 ±30 a
TKKMB 4809 IAAA–100010 JSI4　南西部覆土上層
C - 4350 ±30 a
TKKMB 4880 IAAA–100011 JSI4　炉 C - 4360 ±30 a
TKKMB 4896 IAAA–100012 JSI4　柱穴（P7）中層
C - 4350 ±30 a
3 AOMBT C1 PLD–4176 青森県八戸市田代遺跡
SI2号住居
床 C1
C 縄中 大木10 - 4015 ±25 a
AOMBT C2 PLD–4177 SI2号住居床 C2
C - 4095 ±25 a ●
AOMBT C3 PLD–4178 SI2号住居下層3層 C3
C - 3995 ±25 a
AOMBT C4 PLD–4179 SI2号住居下層3層 C4
C - 4000 ±25 a
AOMBT C5 PLD–4180 SI2号住居下層3層 C5
C - 4040 ±25 a
AOMBT C6 PLD–4181 SI2号住居下層3層 C6
C - 4055 ±25 a
AOMBT C7 PLD–4182 小林 ･ 遠部2006b
SI2号住居
床 C7
C - 4010 ±25 a
AOMBT C8 PLD–4183 SI2号住居下層8層 C8
C - 3995 ±25 a





C 縄中 大木10 - 3980 ±25 a
AOSM C503 PLD–4858 683A 号住居25層–4
C - 3880 ±25 a ○
AOSM C514 PLD–4859 683A 号住居25層–5
C - 3960 ±25 a
AOSM C526 PLD–4861 683A 号住居25層–6
C - 3945 ±25 a
AOSM C56 PLD–4864 683B 号住居堆積土
C - 4045 ±25 a
AOSM C67 PLD–4863 683B 号住居堆積土
S オニグ




事例 試料番号 測定機関番号 遺跡 出土遺構 種類 時期 δ13C 14CBP 補正値 備考 樹種




C 縄草創 押圧縄文 - 10,860 ±60 a エゴノキ
SZND C2 IAAA–71619 1住炭化材5057
C - 10,880 ±60 a クリ
SZND C3 IAAA–71620 1住炭化材5105
C - 10,960 ±60 a イネ科 タケ亜科
SZND C4 IAAA–71621 1住炭化材5131
C - 10,930 ±50 a クリ
SZND C5 IAAA–71622 1住炭化材5139
C - 10,910 ±60 a アワブキ




C 縄中 加曽利 
E1（10b 期） - 4310 ±30 a
TKKMB 4617 IAAA–100004 JSI4　周溝 （北側）上層
C - 4340 ±30 a
TKKMB 4797 IAAA–100005 JSI4　炉西側床面
C - 4320 ±30 a
TKKMB 4799 IAAA–100006 JSI4　北西部覆土中層
C - 4310 ±30 a
TKKMB 4801 IAAA–100007 JSI4　炉南側覆土下層
C - 4350 ±30 a
TKKMB 4802 IAAA–100008 JSI4　中央部覆土下層
C - 4360 ±30 a
TKKMB 4808 IAAA–100009 JSI4　北側覆土中層
C - 4360 ±30 a
TKKMB 4809 IAAA–100010 JSI4　南西部覆土上層
C - 4350 ±30 a
TKKMB 4880 IAAA–100011 JSI4　炉 C - 4360 ±30 a
TKKMB 4896 IAAA–100012 JSI4　柱穴（P7）中層
C - 4350 ±30 a
3 AOMBT C1 PLD–4176 青森県八戸市田代遺跡
SI2号住居
床 C1
C 縄中 大木10 - 4015 ±25 a
AOMBT C2 PLD–4177 SI2号住居床 C2
C - 4095 ±25 a ●
AOMBT C3 PLD–4178 SI2号住居下層3層 C3
C - 3995 ±25 a
AOMBT C4 PLD–4179 SI2号住居下層3層 C4
C - 4000 ±25 a
AOMBT C5 PLD–4180 SI2号住居下層3層 C5
C - 4040 ±25 a
AOMBT C6 PLD–4181 SI2号住居下層3層 C6
C - 4055 ±25 a
AOMBT C7 PLD–4182 小林 ･ 遠部2006b
SI2号住居
床 C7
C - 4010 ±25 a
AOMBT C8 PLD–4183 SI2号住居下層8層 C8
C - 3995 ±25 a





C 縄中 大木10 - 3980 ±25 a
AOSM C503 PLD–4858 683A 号住居25層–4
C - 3880 ±25 a ○
AOSM C514 PLD–4859 683A 号住居25層–5
C - 3960 ±25 a
AOSM C526 PLD–4861 683A 号住居25層–6
C - 3945 ±25 a
AOSM C56 PLD–4864 683B 号住居堆積土
C - 4045 ±25 a
AOSM C67 PLD–4863 683B 号住居堆積土
S オニグ





AOSM C82 PLD–4865 683A号住居炉堆積土
C - 3975 ±25 a
AOSM C83 PLD–4866 683A号住居炉堆積土
C - 3885 ±25 a ○
AOSM C85 PLD–4867 683A号住居炉堆積土
C - 3950 ±25 a





C（棟木） 縄後 ホッケマ式 -27.2 3360 ±40 a
HDMK C3 Beta–201632 H7号住居火災面
C（細材） -26.2 3380 ±40 a
HDMK C4 Beta–201628 H7号住居火災面
C（細材） -26.5 3350 ±40 a
HDMK C5 Beta–201634 H7号住居火災面
C（垂木） -26.3 3330 ±40 a
HDMK C7 Beta–201631 H7号住居火災面
C（細材） -25.1 3380 ±40 a コナラ属コナラ
HDMK C9 Beta–201630 H7号住居火災面
C（細材） -26.7 3360 ±40 a
参1 HDMK C21 PLD–4819 H25号住居火災面
C 縄後 堂林式 - 3320 ±25 a
HDMK C22 PLD–4818 H25号住居火災面
C - 3345 ±20 a
HDMK C23 PLD–4817 H25号住居火災面
C - 3245 ±25 a ○
参2 KNSC C2 IAAA–71611 神奈川県相模原
市田名向原遺跡　　　　　
小林2008b
住居 Pit2 C 旧石器 後期 - 17980 ±90 a
KNSC C45 IAAA–71612 住居 Pit4 C - 17940 ±90 a








- 6460 ±70 a
TTHN C7 MTC–05670 J 区 SJ37住 C - 6390 ±40 a










C 縄前 諸磯 a 式
- 5290 ±40 a
NWA 2 MTC–03327 2次住居4，焼土
C - 5270 ±40 a
参5 GNA 21a IAAA–11633 群馬県安中市向
原 II 遺跡 
小林・今村・坂
本2004
住居2，炉 C 縄前 諸磯 b 式 - 5100 ±35 a
GNA 21b IAAA–11634 住居2，ピット9
C
- 5115 ±35 a






C 縄中 勝坂3a 式
（9a 期） - 4460 ±40 a
SFC 3 MTC–04902 I 区2住炉内
C
- 4510 ±45 a




C 縄中 勝坂3b 式
（9c 期） - 4330 ±45 a
KNMS C5 MTC–04585 住居15火災面0372








C 縄中 唐草文 II・












- 4095 ±25 a
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C 縄中 加曽利 E4
式（13期） - 3905 ±40 a
OH 27 Beta–159272 SJ91住　火災面
C - 4060 ±40 a ●





C 縄中 大木9 - 4125 ±20 a
YGTMB C10 PLD–4811 住居 ST34，No4
C - 4115 ±20 a
参11 YGTMB C3 PLD–4807 住居 ST05，No3
C 縄中 大木9 - 4155 ±20 a
YGTMB C5 PLD–4808 住居 ST05，No5
C - 4285 ±25 a ●
YGTMB C6 PLD–4809 住居 ST05，No6
C - 4215 ±20 a
参12 YGTMB C12 PLD–4812 住居 ST35，No1
C 縄中 大木9 - 4145 ±25 a
YGTMB C13 PLD–4813 住居 ST35，No2
C - 4210 ±25 a
YGTMB C14 PLD–4814 住居 ST35，No3
C - 4180 ±20 a
参13 AOMBN C1 PLD–4161 青森県八戸市新田遺跡
SJ7住　火
災1層 C1
C 縄中 大木10 - 3785 ±25 a ○ クリ
AOMBN C2 PLD–4162 SJ7住　複式炉1層 C1
C - 4140 ±25 a クリ
AOMBN C3 PLD–4163 SJ7住　複式炉1層 C2
C 4150 ±25 a クリ
AOMBN C4 PLD–4164 小林・遠部2006a
SJ7住　複
式炉1層 C3
C - 1355 ±25 e ○ クリ
参14 AOMBN C6 PLD–4165 SJ11住　火災1層 C5
C 縄中 大木10 - 4075 ±30 a クリ
AOMBN C7 PLD–4166 SJ11住　火災1層 C7
C - 4095 ±25 a クリ
AOMBN C8 PLD–4167 SJ11住　火災1層 C15
C - 4135 ±25 a クリ
AOMBN C9 PLD–4168 SJ11住　火災1層 C17





































- 3020 ±20 a クリ
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C 縄中 加曽利 E4
式（13期） - 3905 ±40 a
OH 27 Beta–159272 SJ91住　火災面
C - 4060 ±40 a ●





C 縄中 大木9 - 4125 ±20 a
YGTMB C10 PLD–4811 住居 ST34，No4
C - 4115 ±20 a
参11 YGTMB C3 PLD–4807 住居 ST05，No3
C 縄中 大木9 - 4155 ±20 a
YGTMB C5 PLD–4808 住居 ST05，No5
C - 4285 ±25 a ●
YGTMB C6 PLD–4809 住居 ST05，No6
C - 4215 ±20 a
参12 YGTMB C12 PLD–4812 住居 ST35，No1
C 縄中 大木9 - 4145 ±25 a
YGTMB C13 PLD–4813 住居 ST35，No2
C - 4210 ±25 a
YGTMB C14 PLD–4814 住居 ST35，No3
C - 4180 ±20 a
参13 AOMBN C1 PLD–4161 青森県八戸市新田遺跡
SJ7住　火
災1層 C1
C 縄中 大木10 - 3785 ±25 a ○ クリ
AOMBN C2 PLD–4162 SJ7住　複式炉1層 C1
C - 4140 ±25 a クリ
AOMBN C3 PLD–4163 SJ7住　複式炉1層 C2
C 4150 ±25 a クリ
AOMBN C4 PLD–4164 小林・遠部2006a
SJ7住　複
式炉1層 C3
C - 1355 ±25 e ○ クリ
参14 AOMBN C6 PLD–4165 SJ11住　火災1層 C5
C 縄中 大木10 - 4075 ±30 a クリ
AOMBN C7 PLD–4166 SJ11住　火災1層 C7
C - 4095 ±25 a クリ
AOMBN C8 PLD–4167 SJ11住　火災1層 C15
C - 4135 ±25 a クリ
AOMBN C9 PLD–4168 SJ11住　火災1層 C17













































C 縄晩 安行3b 式 - 3030 ±40 a
CBIN C198 IAAA–71604 住居118住床上20 cm
C - 2940 ±40 a
CBIN C314 IAAA–71605 住居118Pit314






- 2920 ±40 a












- 1300 ±35 a
USTK05 7 Beta–213175 15住，床 P 頸外 - 1710 ±40 d ●
HDTKR C1 IAAA–81518 小林2009 15住，南壁材
W シラ - 1200 ±30 a ○
HDTKR C2 IAAA–81519 15住，北壁材
W シラ - 1240 ±30 a
HDTKR C4 IAAA–81520 15住，北東壁材
W シラ - 1300 ±30 a
HDTKR C6 IAAA–81521 15住，西壁板材
W 枝 - 1310 ±30 a
HDTKR C7 IAAA–81522 16住，西壁板材
W - 1490 ±30 a ●
HDTKR C9 IAAA–81523 15住，北角 S トチ - 1270 ±30 a
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W シラ - 1350 ±30 a
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- 1140 ±40 a ○




W 弥前 河内 I–4期 - 2410 ±20 a
OSF C2 PLD–4978 1次住居1,445柱穴
W - 2350 ±20 a
OSF C3 PLD–4979 1次住居1,514柱穴
W - 2480 ±25 a ●
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P 胴外 弥中 2190 ±35 a
CIM C3 Beta–200451 住居18，火災
C -28.9 2230 ±40 a
CIM C4 Beta–200450 住居18，火災
C -28.3 2150 ±40 a
CIM C5 Beta–200449 住居18，火災
C -27.1 2150 ±40 a




C 弥中 Ⅲ期 - 2090 ±40 a
SMMT C2 Beta–200294 SI13住居火災
C - 2230 ±40 a ●




C 弥後 - 1945 ±40 a
TTNKE C2 MTC–10999 4住居火災甕内























- 1830 ±20 a





C 古墳 前期 - 1965 ±20 a ●
CBSK C2 PLD–4506 10次，1住居跡 C 柱材
C - 1845 ±20 a




C 古墳 鬼高期 - 1540 ±40 a
TTUD 3 IAAA–31117 動物舎地点45住（竈内）






- 1530 ±40 a




C オホーツク - 1525 ±25 a
HDAB 13 PLD–9688 9住居 b 区東壁10
C - 1485 ±25 a
HDAB 14 PLD–9689 9住居 b 区北西壁1
C - 1510 ±25 a
P：土器，C：炭化材，S：種実，W：木材 口 = 口縁 - は加速器測定のため掲載せず ●は古い，○は新しい。
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Study on Residential Construction Ages  
from Dating Building Materials in Japan’s Prehistoric Pit Houses 
Kobayashi Ken’ichi
Residential activities in the Jomon, Yayoi, and Kofun (Tomb Builder) periods (including the Epi-
Jomon and Satsumon cultures in Hokkaido) largely used a half-sunken dwelling known as a pit house. 
The part of the house-pit facility that has been clarified by archeological surveys is largely the structure 
of the lower part (the sunken pit part), and its structure and how it was used are being studied. The pit 
house style remains in the form of sites showing (a) from selection and design of a construction site to 
actual construction (digging the pit and setting up the associated facilities); (b) its use (residential, food 
preparation, dining, and other lifestyle aspects); (c) maintenance of the facility (maintenance manage-
ment, as well as strengthening, repairs, and rebuilding); (d) abandonment, and (e) burial of the site. 
These chronological changes are organized into a life cycle. After their abandonment as housing they 
were sometimes simply left untouched, but it has been confirmed that often the prehistoric inhabitants 
of Japan would continue to have a connection with that area, and (d) repeatedly use the abandoned 
building sites as dumps, graves, ritual venues, cooking areas, or stonework areas. Finally, they are (e) 
buried, either naturally or deliberately. 
Each stage of the life cycle has a significant meaning for the residential systems, trades and crafts, 
and social organization of prehistoric people, depending on how much time had passed in that stage. As 
one part, we would like to estimate how far each process had progressed for each life cycle stage using 
dating of buried objects. 
The key is to understand what stage of the residential life cycle to date, and for that reason, it is 
important to lay out and grasp the position of the life cycle as a settlement for the samples to date. The 
present study was based on measurements related to housing construction in stage (a) of the life cycle, 
with a focus on dating the materials used in heated housing. 
The results showed that, in the dating of the construction materials used in the heated housing of 
both the Jomon period and the ancient history period, four cases out of five with the former (17 cases 
out of 21 when combined with the reference cases) showed ages quite close to the trees cut down 
in the same period and the assumed period the dwelling belonged to. In contrast, for the latter both 
examples (and six examples out of ten from the Yayoi to the ancient periods when the reference cases 
are included) show some areas where samples suggest older date values, which presumes that old 
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materials have been reused in buildings. 
As the archaeological analysis of the corresponding life cycles continues, by accumulating and stud-
ying a large number of measurement results it should be possible to recreate the years the building 
itself survived, the years it was lived in, the degree to which the people there (in the settlement) were 
connected with it (such as its use as a residence for long periods of time over centuries or for short 
periods of time of a few years, repeated relocation of residence by season, and so on), the trades and 
crafts behind this (hunter-gatherer, semi-agricultural societies with managed crop-raising and swidden 
cultivation, agriculture with irrigation and paddies, etc.) and the social organization (settlement scale, 
classes, etc.). 
Issues include the attributes and characteristics of the samples themselves (such as later contami-
nations or disturbances) and the problems of technology and materials for the sites themselves (the 
possibilities of them being coated with coal tar or animal fat, etc.) need consideration, and firstly, there 
is a need to carry out multiple datings of materials which have clear archaeological provenances. 
Key words: Jomon period, Radiocarbon-dating, Pit house
